
人口と世帯（平成30年2月1日現在）1,669世帯（+1）男2,218人（-4）女2,329人（-3）計4,547人（-7）
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新成人の皆さん !! おめでとうございます !!
　１月７日（日）第７０回片品村成人式が、文
化センターにて開催されました。
　子孫に誇れる片品村にしていくため、新成人
の皆さんの限りない力を発揮してください。

（撮影：１月７日）
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おしどり夫婦・窓口から 14

いたずらわんぱく 13

特集 !!（第７０回片品村成人式） 2～ 3

教育・生涯学習 6～ 7

ニュース（就任のごあいさつ　他） 4～ 5

おしらせ（道の駅「広場」の名称募集　他） 8～ 12

小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ 口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の納期は2月２8日（水）です！
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
鏑木　浅次郎さん (78)・喜代子さん (82)　ご結婚されて５５年　お住まい（鎌田）

◉ 若いころの思い出
　《４０年間、尾瀬林業で尾瀬に関わる仕事をしてい
た。尾瀬に１ヶ月間いて、家にいないから子どもがわ
にちゃって、困ったよ。尾瀬に魅了されて、今でもガ
イドとして尾瀬に関わっているよ。》と浅次郎さん。
　喜代子さんは、《昭和４８年から関越交通に勤めて
いた。勤める前には尾瀬へ仕事に行っていた。事務で
働いたが、土日出勤で正月やお盆となると忙しくて大
変だった。子どもを育てるために、一生懸命だったよ。》
と話してくれました。

５２歳・４８歳当時　（昭和６２年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《ほぼ毎日欠かさず、ウォーキングを夫婦２人で
行っている。前までは、利根町のプールに１人で行っ
たりもしたね。歩き始めた当時、２人で歩くのが恥
ずかしかったよ。》と笑う喜代子さん。
　《夏は尾瀬のガイド、冬はゴルフで雪のないところ
へ行っている。また、息子が年に１回は必ず旅行へ
連れて行ってくれる。ハワイやクルーズ旅行など、
とても楽しい旅をさせてもらっているよ。》と浅次郎
さんが楽しそうに話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間
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口座振替の方は事前に残高確認を！
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片
品
村
グ
リ
ー
ン
愛
好
会

よ
り
、青
少
年
健
全
育
成
活
動

の
た
め
に
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
か
ら
十
一
万
円
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）片品村グリーン愛好会会長　井上光三郎　氏より

善
　
意
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第 70 回成人式

広 報 か た し な        H30 . 2

第 70 回成人式

03 広 報 か た し な        H30 . 2

成人 第 70回片品村成人式祝

　１月７日（日）第７０回片品村成人式が、新成人（該当者５３名のうち４７名が参加）、来賓、ご家族の方々の出席により盛
大に行われました。厳粛な雰囲気の中で、新成人を祝うことができました。
　誓いのことばでは、新成人代表の歸山陸（りく）さん、林胡桃（くるみ）さんがそれぞれ力強く、また、星野隼（しゅん）さん
が新成人として堂々たる態度で答辞を述べ、多くの人が感動しました。
　式典終了後は、新成人が中学時代にお世話になった先生方に祝福のご講演をいただき、その後、成人式実行委員会で企画
した「お父さん・お母さん　ありがとう」というタイトルで、新成人それぞれの思いが込められた両親や家族に宛てたメッ
セージと写真を映像で流しました。
　成人式の開催、運営に新成人代表として協力をしていただいた皆様をはじめ、関係者の皆様、ご協力ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(教育委員会 )

　自分自身を見失うことなく、皆様からいただいた意義深い教訓を活かし、若
者らしく社会に新しい風を吹かせられるよう努めてまいります。

答辞　星野　隼さん

誓いのことば　歸山　陸さん

誓いのことば　林　胡桃さん
　自然豊かな故郷で育った誇りと、成人としての決意を胸に刻み、責任ある行
動で社会に貢献できるよう、これからの人生を全うしようと思います。

　中学卒業後の５年間で新たな友達、新たな夢、たくさんの事を得られまし
た。たくさんの経験をし、時には失敗もしてきました。そんな時支えてくれた
両親、家族、先生、そして友達。自分一人では乗り越えられなかった事も、たく
さんの人のおかげで今があると思います。これから成人として社会で生きて
いく上で、その人達への感謝を忘れず、そして恩返しができるよう、これから
も新たな道へと進んで行きたいと思います。

成人を迎えて
抱負と目標 !!
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ニュース

広 報 か た し な        H30 . 2

ニュース

05 広 報 か た し な        H30 . 2

地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

　１月２２日（月）に尾瀬高校の一年生の総合的な学習の時間の一貫で
「地域活性化プロジェクト～地域人との座談会～」が開かれました。
　尾瀬地域 (片品村、利根町 )も過疎化が進む中で地域ぐるみで活性化
の取り組みをする必要を感じ、今回地域おこし協力隊としてコーディ
ネートをさせていただきました。｠
　今回の地域人達は「北毛茶会」（呼掛人：六本木勇治さん）という群馬
県北部地域に暮らし、人と人とが気楽に交流できる場をつくる取り組み
をしている方々を中心に協力を依頼しました。

尾瀬高校「地域活性化プロジェクト～地域人との座談会～」

　座談会では様々な話が交わされ、その中で「地域の中で安心して
語り合える場を作ることで、これまで地域を支えてきた方々と、こ
れからの地域を担っていく若者たちが想いを共有し未来をつくっ
ていければ」といった話題があがりました。
｠　私ができることとして、高校生たちの地域の入り口として「北毛
茶屋」を拠点にし地域人と出会い、交流できる場をつくっていきま
すのでぜひ皆様も一緒に地域活性化に取り組んでみませんか？
(中村茉由 )

ＡＬ：１／９～　ＣＣ：１／１９～
第８４回群馬県スキー選手権大会
（ＡＬ：ＷＷ尾瀬岩鞍・ＣＣ：草津音楽の森）
【アルペン】
▼女子ＧＳ　⑤大竹珠李　⑥萩原羽麗　⑨星野鈴佳
▼男子ＧＳ　⑤笠原聡馬　⑧大竹　澪　⑬星野塁飛
　　　　　　⑮萩原大成　
▼女子ＳＬ　③大竹珠李　⑨萩原羽麗　⑩星野鈴佳
▼男子ＳＬ　①大竹　澪　⑦萩原大成　⑩星野塁飛
【クロスカントリー】
▼女子１０ＫＦ　②星野陽奈　⑦佐藤紗矢佳
　　　　　　　　⑧笠原初菜
▼男子１５ＫＦ　②星野誉貴　③鏑木　光　⑦飯塚　剛
▼女子１.６ＫＣ  ④笠原初菜　⑥星野陽奈
▼男子１.６ＫＣ  ②星野誉貴　④鏑木　光
１／１４～
第６５回群馬県中学校スキー大会
（ＡＬ：ＷＷ尾瀬岩鞍・ＣＣ：水上高原）
【アルペン】
▼女子ＧＳ　③萩原羽麗　⑤星野鈴佳
▼女子ＳＬ　③萩原羽麗　④星野鈴佳
▼男子ＳＬ　⑤笠原聡馬
【クロスカントリー】
▼女子３ＫＦ　⑥鏑木　葵
▼男子６ＫＦ　⑤髙橋賢太
▼女子３ＫＣ　⑤鏑木　葵
▼男子６ＫＣ　③髙橋賢太　⑤星野来樹　⑥星野来夢
▼女子リレー　②鏑木　葵　桑原静那　萩原　楓
▼男子リレー　②髙橋賢太　星野来樹　星　彪英

　

今
年
は
例
年
よ
り
降
雪
も
多

く
、
底
冷
え
の
す
る
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
は
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
去
る
12
月
５
日
開
会

の
定
例
村
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

梅
澤
村
長
の
ご
推
薦
を
い
た
だ

き
、
ま
た
議
員
各
位
の
格
別
な
る

ご
高
配
に
よ
り
同
意
を
賜
り
、
１

月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
副
村
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
そ
の
器

で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
責
務
の

重
大
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め

人
口
減
少
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら

れ
る
中
、
国
を
挙
げ
て
対
策
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

地
方
自
治
体
も
独
自
の
対
策
を
掲

げ
な
が
ら
、
諸
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ

切
磋
琢
磨
し
、
将
来
に
向
け
て
力

強
く
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
梅
澤
村
政
が
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
が
、
村
長
の

村
政
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
り
ま

す
「
対
話
と
共
感
」
に
よ
る
次
代

に
責
任
の
持
て
る
地
域
づ
く
り

「
と
も
に
創
ろ
う
!!
ふ
る
さ
と
片

品
」
の
実
現
の
た
め
、
そ
し
て
私

が
生
ま
れ
育
っ
た
片
品
村
の
よ
り

一
層
の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
職

員
並
び
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
、
一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、

汗
を
流
し
て
誠
心
誠
意
職
務
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
方
に
は
、

私
の
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
、
至

ら
ぬ
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

花
の
駅
書
き
初
め
会 

開
催
!!

　

１
月
４
日
（
木
）
に
恒
例
新
春

書
き
初
め
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
桑
原
ゑ
み
子
さ
ん
（
幡

谷
）、
戸
田
敏
子
さ
ん
（
鎌
田
）

を
お
迎
え
し
、
村
内
の
家
族
連
れ

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
場

帰
り
の
お
客
様
に
も
多
数
参
加
を

し
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
年
へ

の
思
い
を
筆
で
し
た
た
め
て
い
ま

し
た
。

　

講
師
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
大
変
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
花
の
駅
）多くの方に参加していただきました !

平
成
30
年
消
防
団
出
初
式

　

１
月
５
日
（
金
）
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
梅
澤
村
長
を
始
め
、
千

明
議
長
や
多
く
の
皆
様
か
ら
、
日

頃
の
消
防
活
動
に
対
し
労
い
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

田
邊
伸
幸
団
長
は
「
団
員
へ
健

康
管
理
と
出
動
時
の
安
全
管
理
に

努
め
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
あ
る
消

防
精
神
を
忘
れ
ず
、
崇
高
な
職
務

と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
消
防
団
活

動
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
」
ま
た
、

火
災
予
防
に
万
全
を
期
す
る
よ
う

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
ス

ト
ー
ブ
等
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

片
品
小
学
校
　
書
き
初
め
大
会
!!

　

１
月
12
日
（
金
）
に
片
品
小
学
校
体

育
館
で
、
書
き
初
め
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
講
師
を
招
き
、
３
年
生
は
「
お

正
月
」、
４
年
生
は
「
美
し
い
空
」、
５

年
生
は
「
新
春
の
光
」、
６
年
生
は
「
伝

統
を
守
る
」
を
書
写
し
ま
し
た
。

　

ミ
ス
を
し
て
も
修
正
が
効
か
な
い
緊

張
感
の
中
、
一
生
懸
命
に
不
慣
れ
な
筆

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
は
、
新
し
い
年
に
文
字
を

書
き
神
様
に
納
め
る
こ
と
で
、
文
字
が

き
れ
い
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
文
字
が

き
れ
い
に
な
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
勉
学

に
励
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
人
と
の
座
談
会
の
様
子

北毛茶会を中心とした地域人の方々

公式スキー大会記録コーナー　　1/9～1/20
１／１４～　
第５２回群馬県高校総体スキー大会
（ＡＬ：ＷＷ尾瀬岩鞍・ＣＣ：水上高原）
【アルペン】
▼女子ＧＳ　④大竹珠李
▼男子ＧＳ　④大竹　澪　⑥星野塁飛　
▼女子ＳＬ　②大竹珠李
▼男子ＳＬ　①大竹　澪　④萩原大成　⑥星野塁飛
【クロスカントリー】
▼女子６ＫＦ　②星野陽奈　③佐藤紗矢佳
　　　　　　　④笠原初菜　⑥入澤華音
▼男子９ＫＦ　①星野誉貴　④鏑木　光
▼女子６ＫＣ　②星野陽奈　③佐藤紗矢佳
　　　　　　　④笠原初菜　⑥入澤華音
▼男子９ＫＣ　①星野誉貴　⑤鏑木　光
１／１７～
第７３回国体群馬県予選会
（ＡＬ：ＷＷ尾瀬岩鞍・ＣＣ：水上高原）
【アルペン】
▼少年　女子　⑤大竹珠李　⑥萩原羽麗
▼成年Ａ女子　⑤横坂直美
▼少年　男子　②大竹　澪
▼成年Ｂ男子　①大竹　凜
【クロスカントリー】
▼少年　（女子　５ＫＣ）　②星野陽奈　③佐藤紗矢佳
　　　　　　　　　　　　⑤笠原初菜
▼少年　（男子１０ＫＣ）　①星野誉貴　②鏑木　光　
▼成年Ｂ（男子１０ＫＣ）　①飯塚　剛
▼成年Ｃ（男子　５ＫＣ）　②星野和昭　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副村長　金子賢司
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一
月
俳
句
会

教育委員会 3月の諸行事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・第 28回区対抗スキー大会兼
第 48回片品スキー選手権大会

☆学校関係
・中学校卒業証書授与式
・小学校卒業証書授与式
・修了式

◇片小
・６年生を送る会・学級懇談会
・ＰＴＡ役員会議④
・６年生の卒業を祝う会・弁当の日

　３月は一年間のまとめとして、各学年、心を
引き締めて指導にあたりたいと考えておりま
す。また、2日（金）には６年生を送る会・学級
懇談会が予定されています。多くの保護者の
方々や地域の方々のご来校をお願いいたしま
す。

◇片中
・同窓会入会式　　　　　　　　 

　平成２９年度の片品中学校をリードしてく
れた３年生が卒業のときを迎えました。１年
間をふり返ると様々な思い出がよみがえりま
す。３年生には卒業後もそれぞれの道で活躍
してくれることを期待しています。

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  3 月

月 火 水 木 金 土日

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。
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片品カレッジ報告
　伝統文化体験教室「小正月飾りを作ろう」が今
年も花の駅・片品イベントホールにて１月６日（土）
に開催されました。
　講師に星野文次郎さん他地域の方々をお招きし
「削りばなづくり」、「まゆ玉つくり」、「飾りつけ」
を学びました。村内外より１８人が参加し、観光

子ども学校にタブレットパソコンが整備されました
　かたしな子ども学校では国からの補助金によりタブレットパソコン
（iPadPro）を３５台導入しました。
　子どもたちが自分で学習できるような学習支援ソフトウェア（計算、
漢字、英語）の他にプログラミング教育用のソフトウェアと教材のロ
ボットが導入されました。
　今後子ども学校事業にて、放課後の自主学習やイベント等に活用し
ていく予定です。現在開催を予定しているイベントは「写真教室」「プ
ログラミング教室」などです。
　子ども学校ではこの情報機器を活用し、活動を支援してくださる方
を募集しております。関心のある方は教育委員会までご連絡ください。
▼問い合わせ先　片品村教育委員会　☎（５８）２１４４
Eメール：kyouiku@vill.katashina.gunma.jp

　コペル君、君はいま自分が感じた苦しい思いを心の中で
言葉にできる。その言葉を浦川君に伝えたら、それは彼に
とって大きな力になるんじゃないかな…。　　　　　　　
　ガンダーラの仏像の話等、岩波復刻版もお読みください。

原作　吉野源三郎
漫画　羽賀　翔一

漫画
『君たちはどう生きるか』
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中旬

13日（火）
23日（金）
26日（月）

2日（金）
6日（火）

15日（木）

12日（月）

に来村した埼玉の方々とも交流することができました。埼
玉では削りばなは付けないそうで、削りばな作りに熱心に
取組んでいました。
　地域の伝統文化をこのように継承する片品の活動に大変
感銘しておりました。これからも片品村民で伝統文化の継
承を続けていきたいと思いますので、参加協力の程よろし
くお願いいたします。
　講師を引き受けてくださった方々、また参加してくださっ
た方々、大変ありがとうございました。

ALT Carey Leung通信

　In December, I returned to the US 
for a little while. It was the first time 
I had been back in 1 ½ years. It was definitely nice 
to get away from all the snow in Katashina! I was 
looking forward to slowly taking my time and 
resting back home, but actually it was busy the 
whole time I was there.  Every day seemed to pass 
by in the blink of an eye, meeting up with various 
relatives and friends and going to eat various foods 
that you cannot easily find in Japan.  All in all, it was 
a very uplifting trip mentally. Family and friends are 
very important!
　
　１２月に、ちょっとだけアメリカに帰りました。1 年
半ぶりでした。片品の雪からも逃げられて、良かったで
す！家に帰って、ゆっくり休めると思いましたが、結構
忙しかったです。家族、親戚と友達に会って、日本であ
まり食べられないものを食べに行き、毎日があっという
間にすぎてしまいました。今回の帰国は、精神的にリフ
レッシュできました。家族と友達は大切だと感じました！
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▼概要
　片品村では、平成３０年７月に運営開始予定の『道の
駅尾瀬かたしな』の「広場」の名称を募集します。道の
駅尾瀬かたしなは村全体の活性化及び鎌田地内に賑わい
づくり・情報発信強化を目的として整備を進めており、
広場部分には全面の芝生を張り、水遊び場や砂場、高木
やベンチ等を設置し、多様な活動の受け皿となる広場を
整備予定です。村民の皆様も観光客の皆様も、子どもか
らお年寄りまで、多くの人が楽しめる長期滞在型の広場
を目指しています。
　選ばれた名称については、広報等に積極的に活用して
いきます。
▼募集要項
　村民及び観光客の方が皆で安心して楽しめ、多くのお
客様に長期滞在していただけるような活用をしてもらい
たい、また村民皆で作ったと感じていただけるような広
場になってほしいという願いを込めて名称を募集しま
す。
▼応募締め切り　３月１６日（金）
▼応募先　片品村役場むらづくり観光課窓口
・応募者は原則として、応募用紙を使って応募して下さ
い。用紙は片品村ホームページからダウンロード頂くか、
上記窓口にてお受け取り下さい。

道の駅尾瀬かたしなの「広場」の名称を募集します

　関東森林管理局では、国有林野事業の運営等について
国民の皆様にご理解いただくとともに、ご意見・ご要望
等をお聞きし、国有林野の管理経営に役立てていくため、
「国有林モニター」を募集します。
▼募集人数　７０名程度
▼依頼の内容
・国有林野事業に関するアンケートへの回答
（年２回を予定）
・国有林野事業に関するご意見やご要望などの提出
（随時）
・国有林モニター会議・現地視察への出席
（参加希望者を募集し、年 1 回開催予定。開催時期につ
いては別途連絡）
▼依頼期間　４月から平成３２年３月（２年間）
▼応募資格
　福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、新潟県、山梨県及び静岡県にお住ま
いの国有林野事業に関心のある２０歳以上（平成３０年
４月１日時点）の方（ただし、国会及び地方議会の議員、

・ＦＡＸ送信先　
片品村役場　ＦＡＸ（５８）２１１０
▼応募作品
・１人１点の応募とします。提出された応募用紙は返却
しません。
・自身で作成した未発表の名称に限ります。
・名称の作成と応募にかかる費用は、応募者の負担とな
ります。
・他の名称の模倣と認められた場合には、選定後であっ
ても決定を取り消す場合があります。
　また、類似と認められた場合も決定を取り消す場合
があります。
▼著作権など
　選定された名称の著作権などの一切の権利は、片品
村に帰属します。
▼発表など
　選定された名称については、平成３０年３月下旬に
応募者に連絡し、片品村ホームページなどで発表する
予定です。

▼問い合わせ先
片品村役場　むらづくり観光課　地方創生推進室
☎（５８）２１１２　　ＦＡＸ（５８）２１１０

平成３０・３１年度 国有林モニターの募集について
地方公共団体の長及び常勤の国家公務員は除きます。）
▼応募方法
　必要事項を記入の上、郵便はがき又は FAXにて、下
記の申込み先までご応募ください。
▼必要事項
( ア ) 氏名（ふりがな）　（イ ) 性別　( ウ ) 生年月日
(エ ) 住所（郵便番号）　(オ ) 電話番号　(カ ) 職業
( キ ) 国有林モニター募集を知ったきっかけ
(ク ) 国有林モニターに応募する理由
▼応募期限
　２月２６日（当日必着）までにご応募ください。
▼発表
　選考結果は３月末までに書面にてお知らせします。

▼申込み・問い合わせ先
〒３７１-８５０８
群馬県前橋市岩神町４－１６－２５
関東森林管理局国有林モニター担当係
（企画調整課内）　　☎０２７（２１０）１１５０

　うっかり納期限を忘れても安心・便利・確実です。申込は、県内金融機関（ゆうちょ銀行は除く）・行政県税事務所・
自動車税事務所・市町村窓口にある申込ハガキに記入して郵便ポストに投函してください（２月末必着）。
※軽自動車税は、お住まいの市町村にお問い合わせください。
▼問い合わせ先
群馬県自動車税事務所　☎０２７（２６３）４３４３　
役場住民課　☎（５８）２１１６

自動車税の納税を口座振替にしませんか？

　片品村では、平成３０年度に文部科学省認可の短期大学以上に入学する方及び在学中の方で経済的な理由により学
費の支出が困難な方を対象に奨学資金貸与にかかる奨学生を募集します。
　この制度は村が無利子で貸与するものですが、家族の収入・本人の学業成績等が審査の対象になります。
　申し込み等については、次のとおりです。

奨学生募集のお知らせ

▼貸与月額
　４５，０００円以内
▼書類の配付及び受付期間
　申請書類は教育委員会事務局で２月１３日（火）から配付しますので、
書類が完成したら３月３０日（金）までに申請を済ませてください。
▼審査結果
　５月下旬に本人宛通知を予定しています。
▼問い合わせ先
教育委員会事務局学校教育係　☎（５８）２１４４

確定申告のお知らせ
▼申告相談について
（平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日まで
に所得のあったもの等）
▼申告期間
２月１６日　～　３月１５日まで（土曜日・日曜日を除
く）
※但し２月２４日、３月３日、３月１０日の各土曜日の
午前中のみ受け付けます。
▼申告会場
申告は全ての日程を役場で行います。
※各地区での申告相談は行っておりません。雪道の運転
に不安のある方、役場まで来ることが大変な方は、住民
課までご相談下さい。
▼申告が必要な方
平成３０年１月１日現在、片品村に居住し前年の状況が
次に該当する方です。
（１）営業、農業、不動産、配当等の所得のあった方
（２）給与・年金所得者で、他に農業、不動産、配当、
雑所得等のあった方
（３）給与・年金・恩給の方で、各種控除（扶養控除、
医療費控除等）の追加等ある方
（４）病気、失業、学生等で所得が無かった２０歳以上
の方
▼申告をしなくてもよい方
（１）税務署で確定申告をする方 
（２）年末調整された給与所得のみで、勤務先から役場

へ給与支払報告書の提出のある方
▼申告時に持参するもの
（１）印鑑

（２）昨年中の所得のわかるもの
①給与所得者は、源泉徴収票
　または事業主の支払証明書
②年金受給者は源泉徴収票
③事業所得者及び不動産所
　得者は、収支に関する書類
　（帳簿、領収書等）

（３）雑損・医療費・社会保険
料・生命保険料・地震保険料・寄付金等の控除を受ける
方は、証明書、領収書等

（４）障害者控除の適用を受ける方は、障害者手帳

▼マイナンバーについて
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
申告手続きには上記のほか「マイナンバーの記載」及び
「本人確認書類（番号確認書類と身元確認書類）の提示
又は写しの添付」が必要です。

▼問い合わせ先
役場住民課　☎（５８）２１１６

１８歳以上
２７歳未満の者

試験日の
一週間前まで

２月３日（土）、２月２０日（火）、３月７日（水）
※応募人数や合格者数により変更となる場合
があります。　

県内の陸上自衛隊
（新町または相馬原）

資格 受付期間 (締切日必着 ) 試験日（予定） 試験会場

平成３０年自衛官募集案内

▼問い合わせ先　自衛隊群馬地方協力本部沼田地域事務所　☎（２３）４１１１　
URL　http://www.mod.go.jp/pco/gunma/
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　軽油に課される軽油引取税（３２．１円／１Ｌ）は、
農業に使用する場合などは、あらかじめ手続きを行
うことで免除されます。

▼免除の対象　
　ほ場の耕うん、栽培管理等、農業者が農作業を行
うために使用する機械の燃料として使用する軽油

▼手続き
１．あらかじめ県知事に「免税軽油使用者証」と「免
税証」の交付申請を行う。
※申請には「耕作証明書」や使用する農業用機械の
確認書類が必要です。
２．交付された「免税証」を、給油の際に軽油販売
業者に提出し、免税軽油を購入・使用する。
３．使用後、伝票や領収書などとともに、数量など
を報告する。

「農業用免税軽油の申請手続の集中受付期間が始まります」

▼目的
　農林大学校では県民の皆様を対象に、広く農林業への理解と親しみを持っていただくとともに、農林大学校
への理解を深めていただくことを目的として、「農と食のふれあい講座」（公開講座）を実施しています。
▼講座名・定員・開催日時・講座内容・受講条件　　（定員１５０名）

　１月１５日（月）に尾瀬じどうかんにおいて小学生を対象とした
七草粥づくりを開催しました。
　七草粥は野草を使うため「苦い」というイメージがありますが、
今回は七草粥を食べる日を過ぎてからの実施で、七草が手に入らな
いため家庭にある野菜（大根、人参、白菜、ほうれん草、せりなど）
７種類の野菜を使い、土鍋でお米から炊きました。　　　
　食べやすくするために鶏がらスープの素を入れました。出来たて
のお粥を食べて、子ども達は「おいし～」とひと言。「おかわりし
ていい？」とみんな言っていました。来年の１月７日にはお家の人
と一緒に七草粥を作って食べてくれることを望みます。
　行事食は「食べ物に感謝する」「からだを労る」「家族の幸せや健
康を願う」などの意味があります。食べ物に感謝し、食べ物の意味
を知り、家族と楽しく食べる。そんな行事食が広がるといいです。

（保健福祉課）

受　　講　　生　　募　　集　　！！
沼田病院にてシンポジウム開催 !!
「がん患者」と「医療者」のすきまを埋めるために何ができるか

☆七草粥
　１月７日に新しく迎える１年の無病息災を
願って食べる七草の入ったおかゆです。
　春の七草は日本のハーブで、胃腸に負担が
かからず、栄養価の高い野草です。

▼日　時　２月１０日（土）　午後１時～午後３時
▼会　場　国立病院機構　沼田病院（沼田市上原町１５５１－４）地域医療研修センター
▼参加者　どなたでも

～行事食～　　七草粥を作りました

▼集中受付期間　
平成３０年２月１日（木）～２０日（火）
▼申請場所　
県利根沼田行政県税事務所　
（沼田市薄根町４４１２利根沼田振興局庁舎１階）
※ＪＡ利根沼田営農経済総合センター（昭和村森下
２８０９－１）内に、２月１４日（水）午前９時３
０分から午後４時まで臨時窓口を開設します。

▼問い合わせ先
利根沼田行政県税事務所　☎（２２）４３３６
利根沼田農業事務所　☎（２３）０１８８

▼会　　場　　　群馬県立農林大学校　（高崎市箕郷町西明屋１００５）
▼対　　象　　　群馬県内に在住の方
▼費　　用　　　無料（ただし、「４　手作りを楽しむ梅加工」は、材料費の実費負担があります。）
▼申込期間　　　２月１３日（火）～３月１６日（金）　必着
▼申込方法　　　往復はがき（希望講座ごとに一人一枚）

▼問い合わせ先
群馬県立農林大学校　研修部　☎０２７（３７１）３８４１
〒３７０－３１０５　高崎市箕郷町西明屋１００５

食育コーナー

春の七
草

第１部
午後１時１０分～１時４０分
基調講演
～そこにいるだけで価値ある存在～
講師：順天堂大学医学部
　　　病理・腫瘍学教授
　　　樋野　興夫　先生
座長：岩波総合診療部長

第２部
午後１時４０分～午後２時５０分
「パネルディスカッション」
座長：根岸副委員長
　　　青山地域医療連携係長

▼問い合わせ先　国立病院機構　沼田病院　がん診療推進室
☎（２３）３９７２（平日：午前９時～午後５時）
ＵＲＬ　http://www.numata-hosp.jp

参加料無料

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

　国民年金は「老後の生活」や障害・死亡など「も
しもの時」にあなたやご遺族の生涯の大きな支
えとなります。
　保険料の納め忘れが続くと、将来の年金を受
け取ることができなくなるばかりか、障害年金
や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険
料はきちんと納期内に納めましょう！
※納期は翌月末です。納期から
２年を経過すると時効により納
められなくなりますのでご注意
ください。

年金だより
※納付は口座振替もご利用になれます。口座振替には、当
月保険料を当月末に振替納付することにより月５０円が割
引される早割制度や、割引額が多い６か月前納・１年前納・
２年前納もあり大変お得です。

　詳しくは、役場住民課または渋川年金事務所にお問い合
わせください。

▼問い合わせ先
住民課国民年金係　☎（５８）２１１６
渋川年金事務所国民年金課　☎０２７９（２２）１６０７

平成３０年度　農と食のふれあい講座

No 講座名 定員 開催日時 講座内容 受講条件

果樹の基礎技術 ４０名
①

②

４月１８日（水）
午前９時～正午

５月９日（水）
午前９時～正午

果樹の繁殖・結実安定
と着果管理他（講義と
実習）

連続で
出席で
きる方

花き栽培の基礎 ３０名 ４月２４日（火）
午前９時～正午

花壇苗と切り花の育て
方（講義）

秋冬野菜づくり
ブロッコリー、白菜、
大根等の秋冬野菜のつ
くり方（講義と実演）

手作りを楽しむ
梅加工

５０名

６月１８日（月）
午後１時３０分～午後４時３０分①

６月２５日（月）
午後１時３０分～午後４時３０分②

２０名 ６月２７日（水）
午前９時～正午

６月２９日（金）
午前９時～正午

梅ジャム、梅干しなど
のつくり方（実習）

小型管理機等の基本的
な操作方法について

１

２

４

３

５ 農業機械入門編Ⅰ
（安全に正しく使う） １０名

連続で
出席で
きる方
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おしらせ

広 報 か た し な        H30 . 213 広 報 か た し な        H30 . 2

道の駅「尾瀬かたしな」
村民キッチン・農産物加工所組合創立総会を開催します！！

月 火 水 木 金土・日

○両親学級

○母親学級

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

○親子歯科クリ
ニック・はにっこ
くらぶ
受付：午後１時～

１時３０分

○いきいきくらぶ
○健康ハッピー教
室

○いきいきくらぶ
○保健推進員研修
会

○いきいきくらぶ
○身体障害者巡回
相談
（沼田市予約制）

○いきいきくらぶ

○いきいきシル
バー教室

○七転び八起き会

○ベイビーサロン
受付：午後１時～

１時１０分

保健福祉課からのおしらせ 健康増進カレンダー　【3月】

○沼田病院巡回診
療

○母親学級

○ぴんしゃん教室
○はつらつくらぶ

○いきいきくらぶ○いきいきくらぶ

31

○はにっこくらぶ

　今年の総合健診の日程は、６月５日（火）・６日
( 水 )・７日 ( 木 ) 及び７月１１日（水）と決まりま
したのでお知らせいたします。また、８月１０日（金）
にも特定健診及び肺がん・結核検診を健康管理セン
ターで開催予定です。
　自分自身の健康を守るために、健診や人間ドック
を受けましょう。
　詳細は地区の保健推進員から「総合健診のご案内」
を来年度、配布する予定です。

●村民キッチン（ミニキッチン）
　今年夏オープン予定の道の駅内にで
きる、村民のための厨房です。片品村
ならではの料理を村民自らがつくり販
売することで、お客様や村民どうしの
交流を深め、地域と村民が元気になる
ことを目指しています。
　これから設立される組合に加入した
村民が交代で利用できるキッチンです。

総合健診の日程のお知らせほけんだより

ちゃん髙山　穂香
たかやま　　　ほのか

平成２９年２月２４日生　（父）恵　（母）慶子

（土出）

命名について
稲穂のように実りある豊かな人生と、
柔らかな香りのように優しい子にな
るようにと願いを込めて。
将来は・・・

明るく元気でみんなに愛される人に。
人を思いやる優しい心を持った人に。

命名について
誰からも好かれる、賢くて人の事を
思ってあげられる子に育ちますよう
に願ってつけました。

将来は・・・
広い世界で活躍できる人。

ちゃん喜多村 佳怜
きたむら　         かれん

平成２９年２月２８日生　（父）航　（母）淳美

（東小川）

　混雑のかたよりを解消する
ため、お住まいの地域ごとに
日程を設けましたので、ご協
力お願い致します。
　６月６日（水）の胃がん検
診は、検診車が１台のため、
混雑が予想されます。
　ご都合のつく方は、胃がん
検診のみ、その他の日程で受

診されますことをお勧め致します。特に、７月１１日（水）
の花咲会場は余裕がある見込みです。
　皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解下さいます
ようよろしくお願い致します。
　なお、３月４月にウォーキング教室を計画予定ですの
で、ぜひご参加下さい。運動や食事など生活習慣を整え
て、健診日を迎えましょう。

ミ　ニ　情　報

○２月８日（木）～全国中学校スキー大会（秋田県鹿角市）

○２月１３日（火）片品村スポーツ少年団スキー大会兼
小学生総体片品村予選会

○２月２５日（日）～国民体育大会冬季大会スキー競技会
（新潟県妙高市）

結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定
結果のお知らせ

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8日と短くまた検出もされま
　せんでしたので表には載せてありません。
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご
　利用ください。

●農産物加工所
　住民の知恵と工夫による片品村ならではの加工品
製造を、初期段階で支援することを目的として、菓子・
惣菜・漬物を製造出来る施設を整備します。
　これから設立される組合に加入した村民が共同で
利用できる農産物加工所です。

　施設を利用したい・総会議案に興味がある方は、創立総会を
２月２１日（水）村民キッチン　午後１時３０分から
　　　　　　　　農産物加工所　午後３時００分から
　役場２階研修室で行いますので、是非ご参加ください！

▼問い合わせ先　役場むらづくり観光課　☎（５８）２１１２　ＦＡＸ（５８）２１１０
参加を希望される方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

農
産
物
加
工
所
の
加
工
室

道の駅全体図

２月１９日（月）
参加申込締切

村民キッチン

トイレ直販
施設

飲食
施設

交流
施設

情報
発信
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